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〈SJ22-12223より抜粋して作成〉

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり） 団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

＜重 要＞

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償

プラン
1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

350円 500円 550円

65,000円

32,500円

4,000円
補償開始日から10日以内は補償対象外（＊） 初日から補償

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

特定感染症

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

＊3月末までに契約手続きが完了し、前年度から継続して契約される場合は初日から補償します。

特定感染症
重点プラン

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

https://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

商品パンフレットは
コチラから

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ

令和５年度

令和５年７月豪雨災害被災地支援レポート

地域ボランティア活動支援のための助成事業助成団体決定

キラリ☆地域のふくしびと

赤い羽根共同募金

ふくふくINFO
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令和５年７月
豪雨災害

被災地支援レポート

令和５年７月７日からの大雨に
より、県内各地で甚大な浸水被害や
土砂災害が発生しました。
県内１０市町村で災害救助法が

適用となり、特に被害の大きかった
久留米市・うきは市・朝倉市・那珂
川市・広川町・東峰村では災害ボラ
ンティアセンター等（以下、「災害Ｖ
Ｃ」）という。）が設置され、地元社協
を中心に被災者支援を展開しました。
今号では、本会災害救援本部に

おける対応、支援活動を報告する
とともに、今回の災害を通じての気
づきや、今後活かしていくことなど
を各被災市町村社協に聞きました。

福
岡
県
社
協
で
は
、
７
月
10
日
に

常
務
理
事
を
本
部
長
と
す
る
災
害
救

援
本
部
を
設
置
し
、
県
内
市
町
村
社

協
や
外
部
支
援
団
体
等
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
被
災
地
社
協
の
後
方
支
援

を
行
い
ま
し
た
。
災
害
救
援
本
部
で

は
、
被
害
が
大
き
な
地
域
へ
の
職
員

派
遣
を
行
う
と
と
も
に
、
県
内
外
市

町
村
社
協
に
備
蓄
し
て
い
る
資
材
の

貸
出
可
否
の
確
認
、
不
足
し
て
い
る

資
材
の
手
配
等
を
行
い
ま
し
た
。
土

嚢
袋
や
飲
料
水
等
は
、
災
害
Ｖ
Ｃ
運

営
支
援
に
関
す
る
協
定
に
基
づ
く
、
関

係
団
体
か
ら
の
寄
贈
、
携
帯
電
話
・
Ｐ

Ｃ
等
の
通
信
機
器
は
企
業
か
ら
無
償
賃

与
、
さ
ら
に
は
、
平
時
か
ら
災
害
に

備
え
て
災
害
Ｖ
Ｃ
設
置
運
営
訓
練
等

の
研
修
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
関

係
企
業
か
ら
車
輛
等
の
資
機
材
の
提

供
や
運
営
支
援
者
と
し
て
継
続
的
な

人
材
派
遣
の
協
力
を
得
ま
し
た
。

ま
た
、
被
災
地
社
協
と
の
連
絡
を

密
に
し
、
災
害
Ｖ
Ｃ
の
運
営
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
、
県
内
社
協
職
員
の
派
遣

調
整
を
行
い
、
特
に
被
害
が
大
き

か
っ
た
久
留
米
市
に
は
、
九
州
・
中

国
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
社
協
職
員
の
応
援

派
遣
を
い
た
だ
く
な
ど
、
現
地
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
人
と
モ
ノ
の
支

援
・
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

災
害
時
は
関
係
機
関
・
団
体
と
の

迅
速
な
情
報
共
有
と
外
部
へ
の
情
報

発
信
が
重
要
で
す
。
今
回
の
災
害
で

は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
活
用
し
た
情
報
共
有

会
議
を
行
い
、
被
災
地
の
行
政
や
災

害
Ｖ
Ｃ
、
各
支
援
団
体
と
の
タ
イ
ム

リ
ー
な
情
報
共
有
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
近
年
は
、
円
滑
な
災
害

Ｖ
Ｃ
運
営
の
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
情
報
発
信
が
広
ま
っ
て
い

ま
す
。
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
を
使
っ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
の
活
用
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
慣
れ
て
い
な
い
災
害
Ｖ
Ｃ

に
は
、
本
会
職
員
が
利
用
方
法
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
開
設
・
投
稿
を
支
援
し
ま

し
た
。
ま
た
、
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
の
欲

し
い
も
の
リ
ス
ト
を
活
用
し
た
資

機
材
等
の
確
保
も
行
い
、
業
務
の
効

率
化
や
迅
速
な
情
報
発
信
に
繋
が

り
ま
し
た
。

併
せ
て
、
支
援
活
動
の
長
期
化
に

伴
い
、
安
定
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
者
数
を
確
保
す
る
た
め
、
活
動
に

参
加
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
の
撮
影
・
配
信

や
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
新
た
に
開

設
し
、
頻
繁
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

を
呼
び
掛
け
る
等
の
情
報
発
信
を
行

い
ま
し
た
。

人
と
モ
ノ
の
支
援

情
報
共
有
・
情
報
発
信
の
支
援

今
回
の
災
害
で
は
、
災
害
Ｖ
Ｃ
の

運
営
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
災
害
Ｖ
Ｃ
で
事
前
ま

た
は
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
に

グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
を
導
入
・
活
用

し
た
ほ
か
、
久
留
米
市
災
害
Ｖ
Ｃ
で

は
、「
ｋ
ｉ
ｎ
ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
（
キ
ン
ト
ー

ン
）
」
を
使
用
し
、
当
日
の
受
付
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ニ
ー
ズ
の
進
捗
状
況

を
管
理
し
ま
し
た
。
キ
ン
ト
ー
ン
を

使
用
し
た
こ
と
で
、
ニ
ー
ズ
受
付
を

本
所
で
行
い
、
離
れ
た
場
所
に
設
け

た
活
動
拠
点
（
サ
テ
ラ
イ
ト
）
と
の

情
報
共
有
や
現
地
調
査
内
容
を
そ
の

場
で
デ
ー
タ
に
反
映
さ
せ
た
り
、

可
視
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

県
内
で
は
毎
年
の
よ
う
に
災
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の

災
害
に
お
い
て
も
平
時
の
取
組
を

活
か
し
、
県
内
市
町
村
社
協
を
は

じ
め
、
県
内
外
の
多
く
の
関
係
機

関
・
支
援
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
に
協
力
い
た
だ
き
、
被
災

地
社
協
へ
の
支
援
並
び
に
被
災
さ

れ
た
方
の
い
ち
早
い
生
活
の
復

旧
・
復
興
に
向
け
、
支
援
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
災
害
Ｖ
Ｃ
運
営

の
特
徴
と
し
て
は
、
被
災
の
規
模

や
災
害
Ｖ
Ｃ
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
作

業
の
効
率
化
や
情
報
共
有
が
図
ら

れ
た
こ
と
で
す
。
活
用
目
的
を
明

確
化
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
に
よ
り

生
み
出
さ
れ
た
時
間
を
有
効
に
使
っ

て
、
被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
必
要
な

支
援
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
と

な
り
ま
す
。

本
会
で
は
今
回
の
被
災
地
社
協

支
援
の
経
験
を
活
か
し
、
今
後
も

市
町
村
社
協
、
行
政
、
支
援
団
体
・

関
係
機
関
、
地
元
企
業
、
地
域
住
民

等
が
日
ご
ろ
か
ら
連
携
・
協
働
で
き

る
関
係
性
を
築
き
、
地
元
を
主
体

と
し
た
地
域
協
働
型
に
よ
る
災
害
Ｖ

Ｃ
運
営
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

平
時
が
大
事

令和５年７月７日からの
大雨災害への寄付・寄贈

【寄付・寄贈者一覧】

・エフコープ生活協同組合様

・日本赤十字社福岡県支部様

・九州アサヒ飲料株式会社様

・コカ・コーラボトラーズジャパン
株式会社様

・ダイドー・ドリンコ株式会社様

・株式会社伊藤園様

・命の水作戦様

・沖縄県社会福祉協議会様

・迫田食品株式会社様

・株式会社オーパーツ様

・コープこうべ災害緊急支援基金運
営委員会様

・兵庫県社会福祉協議会様

・ライオンズクラブ国際協会３３７
－Ａ地区様

※順不同

（8/31現在）

ボランティアの皆さまをはじめ、
関係機関・団体の方々からのご支援、
ご協力に心より感謝申し上げます

ボランティア活動者数

10,438
ボランティア活動件数

1,470
応援派遣協力社協職員数

441
（8/31現在）

※この他、個人様からの寄贈や県内外問
わず様々な関係団体・企業等から活動
に使用する資機材等の賃与のご協力を
いただきました。

令和５年７月７日からの大雨による被

災者支援のため、県内災害ボランティア

センターの活動に対し、様々な寄付・寄贈

をいただきました。寄付・寄贈いただい

た飲料水や資材等は、県内災害ボランティ

ア活動等に活用させていただきました。誠

にありがとうございました。
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家屋損壊 873件
床上浸水 902件
床下浸水 1,545件
ニーズ件数延べ 740件
ＶＯ活動者数 7,074名

被害状況は福岡県７月７日からの大雨に関する情報（第36報・最終報）参照、活動dataは令和５年８月31日現在の状況

被害状況・活動data

家屋損壊 51件
床上浸水 40件
床下浸水 400件
ニーズ件数延べ 152件
ＶＯ活動者数 710名

被害状況・活動data

家屋損壊 73件
床上浸水 44件
ニーズ件数延べ 71件
ＶＯ活動者数 610名

被害状況・活動data

市
内
の
被
災
状
況
や
被

災
者
の
依
頼
件
数
を
踏
ま

え
、今
回
は
行
政
と
協
働
し

災
害
対
策
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
本
部
の
運
営
を
行
い

ま
し
た
。

平
成
29
年
の
大
規
模
災

害
時
と
同
様
に
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ

た
地
区
も
あ
り
ま
し
た
が
、

主
な
運
営
と
し
て
は
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
依
頼
ご
と
に

職
員
を
配
置
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
受
付
や
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
共
に
活
動

し
な
が
ら
、被
災
者
や
近
隣

の
状
況
も
確
認
し
ま
し
た
。

１
件
ご
と
に
被
災
者
と
作

業
完
了
状
況
を
確
認
し
た

こ
と
で
、改
め
て
現
地
確
認

を
行
う
必
要
が
な
く
な
り

ま
し
た
。

部
署
の
垣
根
を
超
え
て

職
員
一
人
ひ
と
り
が
主
体

的
に
災
害
対
策
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
本
部
の
運
営
に
携

わ
っ
た
こ
と
で
、全
体
と
し

て
の
経
験
値
を
上
げ
る
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

今
回
の
災
害
Ｖ
Ｃ
の
運

営
を
振
り
返
る
と
、経
験
不

足
か
ら
十
分
な
準
備
が
で

き
ず
に
初
日
を
迎
え
た
た

め
、受
付
か
ら
マ
ッ
チ
ン
グ

ま
で
多
く
の
課
題
が
見
ら

れ
ま
し
た
。週
末
型
で
運
営

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、活
動

日
ま
で
に
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
を
使
用
し
て
情
報
共
有

を
図
っ
た
り
、ボ
ラ
テ
ィ
ア

の
待
機
場
所
を
変
更
す
る

な
ど
、少
し
ず
つ
課
題
を
改

善
し
な
が
ら
、全
部
署
に
協

力
を
呼
び
か
け
、本
会
職
員

と
応
援
社
協
職
員
の
協
力

を
得
て
、災
害
Ｖ
Ｃ
の
運
営

が
で
き
ま
し
た
。

情
報
の
発
信
方
法
に
課

題
は
残
り
ま
し
た
が
、
地

元
住
民
の
協
力
や
近
隣
の

社
協
が
地
元
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
っ
て
応
援
に

き
て
く
れ
た
こ
と
な
ど
、

災
害
Ｖ
Ｃ
の
運
営
を
通
じ

て
、
市
と
社
協
、
地
域
の

方
々
と
協
働
・
連
携
で
き

る
関
係
、
体
制
づ
く
り
の

大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

発
災
し
て
す
ぐ
に
、
平

成
29
年
の
九
州
北
部
豪
雨

災
害
時
に
協
力
い
た
だ
い

た
団
体
が
駆
け
つ
け
て
く

だ
さ
り
、被
災
者
宅
を
職
員

と
訪
問
し
、依
頼
内
容
や
緊

急
性
な
ど
専
門
的
な
視
点

か
ら
確
認
で
き
た
こ
と
や
、

そ
の
内
容
を
す
ぐ
に
デ
ー

タ
化
し
た
こ
と
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
情
報
発
信
で
き
る
職
員

が
い
た
こ
と
が
、限
ら
れ
た

職
員
で
も
ス
ム
ー
ズ
な
初

動
が
で
き
た
要
因
だ
と
思

い
ま
す
。

今
回
の
災
害
は
、
近
隣

の
市
町
も
被
災
し
た
た
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
分
散
さ

れ
た
中
、前
回
の
災
害
か
ら

引
き
続
き
農
地
復
興
に
も

関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
の

繋
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
や
、

準
備
段
階
か
ら
継
続
し
て

近
隣
社
協
の
協
力
が
得
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
、災
害
Ｖ

Ｃ
を
運
営
す
る
う
え
で
、と

て
も
大
き
な
支
え
に
な
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

家屋損壊 4件
床上浸水 2件
床下浸水 59件
ニーズ件数延べ 18件
ＶＯ活動者数 153名

被害状況・活動data

家屋損壊 80件
床上浸水 64件
床下浸水 107件
ニーズ件数延べ 93件
ＶＯ活動者数 1,355名

被害状況・活動data

家屋損壊 33件
床上浸水 16件
床下浸水 17件
ニーズ件数延べ 67件
ＶＯ活動者数 536名

被害状況・活動data

広
川
町
で
は
初
め
て
公

設
で
の
災
害
Ｖ
Ｃ
の
設
置

と
な
り
、
近
隣
社
協
か
ら

の
職
員
派
遣
や
資
機
材
の

支
援
、
さ
ら
に
は
県
内
外

を
問
わ
ず
多
く
の
団
体
や

関
係
機
関
よ
り
運
営
に
伴

う
支
援
を
い
た
だ
き
な
が

ら
活
動
を
進
め
て
い
き
ま

し
た
。

地
元
社
協
と
し
て
、被
災

者
に
寄
り
添
う
活
動
を
心

が
け
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
が
、立
ち
上
げ
時
に
お
け

る
情
報
収
集
や
発
信
、被
災

状
況
に
対
す
る
活
動
の
見

立
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
前

登
録
や
事
前
マ
ッ
チ
ン
グ

の
方
法
な
ど
、
日
々
、
試
行

錯
誤
の
連
続
で
し
た
。

災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
、人
と
人
、心
と
心
が

つ
な
が
る
こ
と
で
活
動
が

生
ま
れ
ま
す
。今
回
の
災

害
Ｖ
Ｃ
運
営
を
通
し
て
、

社
協
自
身
も
平
時
か
ら
の

「
つ
な
が
り
」
を
深
め
る
と

と
も
に
、「
受
援
力
」
を
高

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

久留米市うきは市朝倉市那珂川市広川町東峰村

久
留
米
市
で
は
毎
年
の

よ
う
に
水
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。今
回
は
市
内
の

浸
水
被
害
が
広
域
で
あ

り
、
さ
ら
に
土
砂
災
害
も

発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
特

に
被
害
の
大
き
か
っ
た
地

区
に
サ
テ
ラ
イ
ト
（
支
所
）

を
設
置
し
、
災
害
Ｖ
Ｃ
の

運
営
を
始
め
ま
し
た
。

ま
た
、
本
会
が
実
施
し

て
い
る
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
の
機
能
を
活
か

し
た「
個
別
支
援
班
」を
設

置
し
、
現
地
調
査
を
行
う

中
で
生
活
課
題
を
抱
え
て

い
る
と
思
わ
れ
る
被
災
者

に
は
、
依
頼
内
容
と
は
別

に
気
に
な
る
点
を
記
載
し

個
別
支
援
の
必
要
性
を
確

認
し
ま
し
た
。

災
害
Ｖ
Ｃ
の
運
営
が
長

期
化
す
る
中
、時
間
の
経
過

と
と
も
に
変
化
す
る
業
務

の
質
や
量
に
応
じ
て
、県
内

社
協
や
地
元
企
業
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
の
支
援
を
得
な
が
ら
班

編
成
や
組
織
体
制
の
変
更

を
行
い
、職
員
の
負
担
の
軽

減
に
努
め
ま
し
た
。

今
回
の
災
害
は
、前
回
被

災
し
た
11
年
前
と
は
違
い
、

行
政
と
の
連
携
や
近
隣
社

協
、専
門
技
術
を
持
っ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、社
会
福

祉
法
人
連
絡
会
等
か
ら
支

援
・
協
力
い
た
だ
き
、日
頃

か
ら
の
つ
な
が
り
を
活
か

し
、準
備
か
ら
閉
所
ま
で
協

働
で
災
害
Ｖ
Ｃ
の
運
営
が

で
き
た
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
職
員
が
付
き
添
う

ア
テ
ン
ド
方
式
で
活
動
し
た

こ
と
に
よ
り
、被
災
者
の
依

頼
内
容
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
調
整
や
継
続
支
援
の
判

断
な
ど
が
統
一
し
た
基
準
で

ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま
し
た
。

運
営
ス
タ
ッ
フ
の
入
れ

替
え
や
情
報
が
日
々
変
化

す
る
た
め
、夕
方
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
時
に
報
告
さ
れ
る
各

班
の
状
況
や
課
題
の
内
容

を
ま
と
め
た「
運
営
ス
タ
ッ

フ
か
わ
ら
版
」を
毎
朝
配
布

し
た
こ
と
が
情
報
共
有
の

手
段
と
し
て
と
て
も
有
効

で
し
た
。
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本会では、西部ガスホールディングス（株）、（一財）
福岡県職員互助会とともに、標記事業を実施して
います。
この事業は、住民参加型の地域活動を促進し、
人にやさしい社会づくりに資することを目的に、
広く社会貢献の心をもってボランティア活動を実
施している団体等に対して、１団体あたり最大30
万円（２年間）の助成を行っているものです。

令和５年度は、申請があった各団体へのヒアリ
ングや外部有識者等で構成する助成事業審査委員
会による審査を経て、23団体への助成が決定し、
去る６月26日、クローバープラザにおいて、決定
通知書交付式を執り行いました。本助成が福岡県
におけるボランティア活動の一層の振興・発展に
つながることを期待しています。

西部ガス株式会社・一般財団法人福岡県職員互助会・福岡県社協による
「地域ボランティア活動支援のための助成事業」の令和５年度助成団体決定

西部ガス株式会社末次総務広報部長 (前列中央左)、一般財団法人福岡県職員互助会塚野常務理事(前列中央右)、福岡県社会福祉協議会德永常務理事(前列中央)

助成団体一覧

■西部ガスボランティア助成プログラム（３団体）
団体名

特定非営利活動法人徳の樹 福岡市
市町村

なかま音訳の会 中間市

団体名
子どもの野外活動をすすめる会 古賀市

市町村

■一般財団法人福岡県職員互助会ボランティア助成プログラム（10団体）
団体名 市町村 団体名 市町村

■社会福祉法人福岡県社会福祉協議会ボランティア助成プログラム（10団体）
団体名 市町村 団体名 市町村

地域・ボランティアセンター　TEL 092（584）3377問い合わせ先

聞き書きボランティア「平野塾」

NPO法人ゆい

美しが丘北地域猫サポートびきにゃん

大野城要約筆記の会「ぴあ」 

大野城学習支援室・かぼちゃ

どっこいしょ会

特定非営利活動法人三沢遺跡の森を育む会

太宰府市傾聴ボランティア「ロバの耳」

大宰府史跡解説員くすのき会

古賀市「こもこも」ネットワーク

伊田商店街子どもを応援する会

子育てサポートろっきー

子どもカフェ in ちくご 

NPO法人ふれあい広場上山田駅

糸田町子ども食堂

黒崎がたいね踊り保存会

上伊田西地域ネットワーク委員会

ボランティア黄金川会

音訳いいづか

読み聞かせの会「パピルス文庫」

北九州市

福岡市

筑紫野市

大野城市

大野城市

水巻町

小郡市

太宰府市

太宰府市

古賀市

田川市

筑後市

筑後市

嘉麻市

糸田町

大牟田市

田川市

朝倉市

飯塚市

川崎町

専
門
学
校
を
卒
業
後
、旅
行
会
社
に
就
職
し
ま

し
た
。来
店
さ
れ
た
高
齢
者
の
方
と
の
会
話
や
、

助
産
師
を
し
て
い
る
妻
か
ら
仕
事
の
話
を
聞
く

中
で
、高
校
時
代
に
進
学
先
の
一
つ
と
し
て
考
え

て
い
た「
福
祉・介
護
」の
こ
と
を
思
い
出
し
ま

し
た
。

も
っ
と
人
と
の
関
わ
り
の
持
て
る
仕
事
が
し

た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
、退
職
後
、高
齢

者
施
設
で
介
護
職
と
し
て
福
祉
の
道
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、縁
あ
っ
て
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
働
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。５
年
後
に
地
域
課
へ
異
動
し
、現
在
は
、

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
専
門
員
、生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、ラ
イ
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
事

業
、重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
移
行
準
備
事
業

な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
施
設
に
勤
め
て
い
た
時
に
介
護

福
祉
士
や
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
取
得
す

る
中
で
、福
祉
に
関
す
る
勉
強
を
し
て
き
た
つ
も

り
で
し
た
が
、社
協
の
取
組・事
業
が
関
わ
る
対

象
者
の
幅
の
広
さ
に
驚
き
の
連
続
で
し
た
。

面
接
時
に
当
時
の
局
長
か
ら『
地
域
福
祉
活
動

向
き
の
性
格
を
し
て
い
る
』と
言
わ
れ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
が
、地
域
全
体
を
広
い
視
野
で
見

る
こ
と
の
大
切
さ
や
、様
々
な
地
域
課
題
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
多
機
関
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
す
る
大
切
さ
な
ど
を
実
感
し
な
が
ら
、自
分
の

引
き
出
し
を
増
や
す
べ
く
自
己
研
鑽
を
重
ね
て

い
ま
す
。

「
自
分
の
心
と
体
が
元
気
で
あ
る
こ
と
。そ
し

て
、共
に
働
く
仲
間
の
心
と
体
が
元
気
で
あ
る
こ

と
」を
大
事
に
し
て
お
り
、自
分
た
ち
が
元
気
で

い
な
い
と
地
域
の
方
々
も
安
心
し
て
相
談
で
き

な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、相
手
と

の
距
離
感
を
意
識
し
、自
分
か
ら
距
離
を
詰
め
る

よ
り
も
、相
手
か
ら
寄
り
添
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
応
対
を
す
る
こ
と
や
、自
分
た
ち
だ
け
で
は
解

決
で
き
な
い
と
き
に
、ラ
イ
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業

の
法
人
や
関
係
機
関
に「
助
け
て
く
だ
さ
い
」と

声
を
あ
げ
て
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
を
日
頃
か

ら
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
々
に
、「
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
ら
と
り
あ
え
ず
高
野
に
相
談
し
よ
う
。高
野
に

悩
み
ご
と
を
話
し
た
ら
安
心
す
る
」と
言
わ
れ
る

よ
う
な
存
在
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、市
内
の
他
機
関
事
業
所
や
多
く
の
市
町

村
社
会
福
祉
協
議
会
の
方
達
と
つ
な
が
り
を
持

ち
、そ
の
人
た
ち
に
ハ
マ
れ
る
よ
う
な「
ふ
く
し

び
と
」に
な
り
た
い
で
す
。

たかの     だいすけ
髙野　大介 さん

地域でも職場でも
明るく照らす存在でありたい

このコーナーでは、福岡県内でふくしの仕事に携わる人の
声を紹介していきます。今回は、「ふくおかライフレスキュー
事業(※)」参加法人の職員にインタビューを行います。

Vol.21

シリーズ
ふ
く
し
の
仕
事
を

始
め
た
き
っ
か
け
は
？

現
在
の
担
当
業
務
に
つ
い
て

仕
事
の
や
り
が
い
や
、 

大
事
に
し
て
い
る
こ
と
は
？ 

め
ざ
す
「
ふ
く
し
び
と
」

と
は
？ 

※ふくおかライフレスキュー事業では、福岡県社会福祉法人経営者協議会を中心に、複数法人の
連携によって生計困難者等に対する相談支援事業を行っています。

事業所名：社会福祉法人
　　　　　飯塚市社会福祉協議会 

役　　職：地域課 係長
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共
同
募
金
運
動
は
、
民
間
の
福
祉
活

動
を
支
援
す
る
た
め
、
住
民
主
体
の
自

主
的
な
活
動
と
し
て
、
昭
和
22
年
に
全

国
一
斉
に
「
国
民
た
す
け
あ
い
運
動
」

と
し
て
始
ま
り
、
今
年
で
77
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
た
募
金

は
、
そ
の
約
75
％
が
集
め
ら
れ
た
地
域

（
市
区
町
村
）
に
還
元
さ
れ
、
様
々
な

福
祉
課
題
の
解
決
を
目
指
し
て
実
施
さ

れ
る
福
祉
活
動
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
令
和
５
年

７
月
の
豪
雨
災
害
等
大
規
模
災
害
に
お

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
を
は

じ
め
、
「
高
齢
者
の
見
守
り
・
訪
問
」

や
「
子
育
て
支
援
」
、
「
障
害
者
の
自

立
支
援
」
な
ど
の
地
域
で
行
わ
れ
る

様
々
な
福
祉
活
動
だ
け
で
な
く
、
「
福
祉

施
設
の
施
設
整
備
」
等
、
県
域
の
福
祉
活

動
支
援
に
幅
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
共
同
募
金
の
使
い
み
ち
に
つ

い
て
は
、
中
央
共
同
募
金
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
赤
い
羽
根
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
は

ね
っ
と
」
）
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

本
会
で
は
、
毎
年
、
民
間
の
社
会
福

祉
活
動
を
行
う
団
体
な
ど
か
ら
の
申
請

に
基
づ
き
配
分
計
画
を
立
て
、
そ
の
計

画
を
も
と
に
「
目
標
額
」
を
掲
げ
て
募

金
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
共
同
募
金
運
動
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
さ
が
増
し
て
お
り
、
本

県
の
募
金
実
績
は
全
国
同
様
、
平
成
11

年
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
が
続
い
て
い

る
中
、
こ
こ
数
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
症

や
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
大
き
く
受
け

た
こ
と
も
あ
り
、
厳
し
い
結
果
が
続
い

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
も
、
共

同
募
金
に
つ
い
て
の
理
解
や
共
感
を
高

め
る
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
も
地
域
の

一
員
で
あ
る
と
い
う
意
識
や
責
任
感
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
毎
年
、
県
内

の
小
・
中
・
高
校
・
特
別
支
援
学
校
を

対
象
に
「
赤
い
羽
根
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

44
の
学
校
か
ら
５
，
３
０
０
点
の
応
募
を

い
た
だ
き
、
そ
の
中
か
ら
、
糸
島
市
立

志
摩
中
学
校
３
年
の
近
藤 

咲
希
さ
ん
の

作
品
を
最
優
秀
作
品
に
決
定
し
、
今
年

の
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
等
に
掲
載
す
る

な
ど
、
共
同
募
金
運
動
の
広
報
・
啓
発

に
活
用
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
共
同
募
金
運
動
が

始
ま
り
ま
し
た

赤
い
羽
根
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

「
は
ね
っ
と
」

去
る
８
月
31
日
に
福
岡
ペ
イ
ペ
イ
ド
ー
ム

で
、
ポ
ス
タ
ー
・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
等
の

記
者
発
表
を
行
い
ま
し
た

今
年
の
最
優
秀
作
の
作
者
で
あ
る
近
藤
さ

ん
か
ら
は
、
「
困
っ
て
い
る
人
た
ち
を
赤
い

羽
根
共
同
募
金
を
通
し
て
一
緒
に
支
え
合
う

こ
と
が
で
き
た
ら
」
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
込
め
た
思
い
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
赤
い
羽
根
応
援
大
使

を
務
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
福
岡
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
ホ
ー
ク
ス
笠
谷 

俊
介
選
手
と
リ
チ
ャ
ー

ド
選
手
に
は
、
本
県
に
お
け
る
共
同
募
金

運
動
の
顔
と
な
っ
て
広
報
啓
発
等
に
ご
協

力
い
た
だ
き
な

が
ら
、
本
会
の

共
同
募
金
運
動

を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

福
岡
ペ
イ
ペ
イ
ド
ー
ム
で

記
者
発
表
会
を
行
い
ま
し
た

令
和
５
年
７
月
７
日
か
ら
の
大
雨
に

よ
る
被
害
が
多
数
発
生
し
、
県
内
で
は

久
留
米
市
他
５
市
３
町
１
村
に
災
害
救

助
法
が
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
で
は
、
被
災
地
支
援
を
行
う
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
等
の
運
営

に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
セ
ン
タ

ー
等
を
設
置
し
た
久
留
米
市
、
う
き
は

市
、
朝
倉
市
、
那
珂
川
市
、
広
川
町
、

東
峰
村
の
６
市
町
村
に
災
害
等
準
備
金

を
拠
出
し
ま
し
た
。

こ
の
準
備
金
は
、
皆
様
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
募
金
の
３
％
を
常
に
３
年

間
分
積
み
立
て
て
お
り
、
近
年
頻
繁
に

起
こ
る
地
震
や
台
風
、
大
雨
等
の
災
害

時
に
お
い
て
、
被
災
者
を
支
援
す
る
た

め
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
７
月

豪
雨
災
害
の
支
援
に
つ
い
て

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

10月1日から「共同募金運動（77回目）」が
始まりました

令和５年度赤い羽根キャッチフレーズ最優秀作品賞
糸島市立志摩中学校３年 近藤 咲希さんの作品

赤い羽根 心がつながる 支えあい
・・・赤い羽根共同募金

福岡県春日市原町3-1-7 クローバープラザ６階
TEL 092-584-3388  FAX 092-584-3386
HP ｈｔｔｐｓ：//fukuoka-kyoubo.jp/

社会福祉法人

福岡県共同募金会

令和５年度赤い羽根キャッチフレーズ最優秀作   糸島市立志摩中学校３年 近藤 咲希 さん

赤
い
羽
根
応
援
大
使

福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス

リ
チ
ャ
ー
ド 

選
手

赤
い
羽
根
応
援
大
使

福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス

笠
谷 

俊
介 

選
手

共同募金は、皆さんの住む町の福祉活動や大規模災害時のボランティア活動などに活用されています。

募金協力バッジ
©SoftBank HAWKS

・・・赤い羽根共同募金

運
動
期
間

赤い羽根 心がつながる 支えあい

一般募金 10月1日～12月31日
歳末たすけあい募金 12月1日～12月31日
※各支会により取組状況が異なります。

テーマ型募金  １月１日～３月３１日（福岡県共同募金会で取組みます。）
10月1日～3月31日

厚生労働大臣の告示によって、募金期間は
下記の6カ月が指定されています。

こん どう さ   き

災害義援金のご寄付ありがとうございました災害義援金のご寄付ありがとうございました

お
預
か
り
し
た
義
援
金
は
、
福
岡
県
を

通
じ
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
届
け

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
５
年
８
月
24
日
に
、福

岡
銀
行
を
代
表
し
て
常
務
執

行
役
員
の
橋
爪 

政
博 

様（
写

真
左
）が
本
会
を
訪
問
さ
れ
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
私
募
債
発
行
に
よ

る
収
益
の
一
部
を
災
害
義
援

金
と
し
て
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。

株
式
会
社
福
岡
銀
行
様
及

び
こ
の
取
組
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
企
業
等
の
皆
様
に

心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
５
年
８
月
31
日
に
、福

岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス

球
団
と
選
手
会
の
皆
様
か
ら
、

令
和
５
年
７
月
に
発
生
し
た

大
雨
災
害
に
よ
り
甚
大
な
被

害
を
受
け
ら
れ
た
福
岡
県
、

佐
賀
県
、大
分
県
の
皆
様
に

対
し
、災
害
義
援
金
を
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。

福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー

ク
ス
球
団
、
選
手
会
の
皆
様

及
び
関
係
の
皆
様
に
心
か
ら

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ハリーホーク コラボバッジ
今年の鷹の祭典ユニフォームを
着用したオリジナルバッジです。
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寄付・寄贈

こくみん共済coop福岡
推進本部様からの寄贈

こくみん共済coop福岡推進本部
様から、福岡県労働者共済生活協
同組合創立60周年記念事業「つな
がる ひろがる なかまの輪プロジェ
クト」の一環としてお米を寄贈いた
だきました。
この寄贈は令和５年２月を初回と

し、令和６年１月、令和６年７月にも
継続して寄贈いただく予定です。
このお米は県内の社会福祉協議
会を通じ、子ども食堂、ひとり親家
庭等に活用します。
誠にありがとうございました。

案　内

九州中国帰国者作品展

福祉・介護分野の求人法人と求
職者がマッチングする就職フェアを
下記の日程で開催します。

11月２日（木）
クローバープラザ（春日市）
無　料

【講演／１０時～１２時】
・講　師 日本福祉用具供給協会
　　　  九州・沖縄ブロック
　　　  湯脇 稔 氏
・テーマ 福祉用具の安全な利用　
　　    促進、サービスの質の向　
　　  　上について

事前申し込みを
右記ＱＲコード
からお願いします

【福祉用具体験（展示会）／１２時～
１５時３０分】
・５５社のメーカーによる最新の福
　祉機器の展示や商品の実演
※入退場自由（体験のみ参加可）

開催日 
場 所 
参加費
内 容 

　

申　込

10月19日（木）～24日（火）
９時３０分～１８時
※金・土曜日のみ２０時まで
福岡アジア美術館 ８階
交流ギャラリー
無料

期 間

場 所

入場料

>>>>>>>
>>>>>>>
>>>>>>>

>>>>>>>

日　時 10月29日（日）
　　　 10時～12時  
場　所 ウィズゆくはし（行橋市）

中国帰国者がつくられた水墨画、
刺繍、工芸等の作品を展示します。
水墨画の巨匠 秦生先生の作品も展
示しています。

福祉用具体験
セミナーを
開催します

福祉のしごと就職
フェアin京築を
開催します

よりよいサービスの提供をめざして－福祉サービス第三者評価を活用しませんか ー

福祉・介護職員の福利厚生はソウェルクラブにおまかせください

福祉サービス第三者評価とは、保育所や高齢者施設、障がい者施設等のサービスの質について、公正・中立
な第三者評価機関が専門的かつ客観的立場から評価を行う仕組みです。評価結果を公表することにより、事業
運営の透明性を確保するとともに、事業所のサービスの質の向上に向けた取組を促進し、利用者本位の福祉の
実現を目指すものです。
県内には５つの評価機関があり、受審できる対象サービスや料金等は評価機関によって異なります。受審を
希望される場合は、本会ホームページで評価機関の情報を確認のうえ、直接、評価機関にお申し込みください。
（これまでの評価結果は、本会ホームページに掲載しております）

福祉施設・事業所

評価機関

福祉サービス
利用者・家族

福岡県福祉―サービス
第三者評価推進機構

サービス選択

認証機関認証
評価基準の見直し等

福祉サービス
第三者評価の
仕組み

契
　約

選
　択

情
報
収
集

③評価の実施 ② ①
④評価結果の
　フィードバック

⑤評価結果報告
⑥評価結果の公表

事業所が受審するメリット
・事業所の優れている点や改善点が
明確になります

・職員の気づきを促し、改善意欲の
向上・課題を共有できます

・評価結果を公表し、事業所の強み
をPRできます

お問い合わせ先

地域福祉部権利擁護センター
福岡県福祉サービス第三者評価推進機構

社会福祉法人福岡県社会福祉協議会
TEL 092（584）3330
社会福祉法人福利厚生センター
TEL 0120（292）711
ソウェルクラブHP

お問い合わせ
資料等請求先

TEL 092-584-3610

ソウェルクラブ
（福利厚生センター）では

社会福祉事業・介護保険事業に
従事する方の福利厚生を全国で
展開し、スケールメリットを活か
すことにより、充実したサービス
を提供しています。

https://www.sowel.or.jp/top.php

生活習慣病予防検診費助成金　4,000円助成
慶事のお祝い品（結婚、出産、入学）　1万円または5千円の商品券を贈呈
弔慰金　会員死亡60万円（就業中は180万円） 配偶者死亡10万円
健康生活用品給付　毎年全会員に給付
永年勤続記念品　勤続5～30年及び35年以上の退職者に贈呈
資格取得　5千円相当の記念品
各種講習会　受講料・教材費無料
ソウェルクラブ『クラブオフ』
ホテル、レジャー施設、飲食店など20万件以上の優待サービスが利用可能
クラブ･サークル活動　1人あたり1,000円助成
福岡県独自事業

ソウェルクラブの　　　大サービス1010
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
スターバックスカード ¥2,000 分

マリンワールド入場券　一般 ¥2,500

映画観賞券　大人 ¥1,800
各種コンサートチケット、劇団
四季、博多座等の人気観劇、
アンパンマンミュージアム、
美術館・博物館等の入場券等

¥1,400
¥1,500
半　額

約20％～30％割引
※令和４年度事業の一例
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[問い合わせ先] 福祉人材センター 
TEL 092(584)3310

[問い合わせ先] 
九州中国帰国者支援・交流センター 
TEL 092(589)6667

[問い合わせ先]
福岡県介護実習・普及センター 
TEL 092(584)3351

福岡県令和 5 年 7 月豪雨災害義援金へのご協力をお願いします
福岡県共同募金会（以下「本会」という。）で
は、被災された方々を支援することを目的に
義援金の募集を令和５年７月18日（火）から
令和６年３月29日（金）まで行います。
なお、本会で取りまとめた義援金について
は、福岡県災害対策本部へ送金し、福岡県が設
置する義援金品配分委員会を通じて被災者に
配分されます。

金融機関 支店名 口座番号 口座名義

ゆうちょ銀行（※）

福岡銀行 春日原支店 普通預金
2023227

春日原支店 普通預金
3130506西日本シティ銀行

００９８０－９－２１３６６７

社会福祉法人
福岡県共同募金会

福岡県共募
福岡県令和５年７月
豪雨災害義援金

※ ゆうちょ銀行における窓口での振替料金は無料。


